
本
発
表
は
、
江
戸
中
期
、
延
享
年
間
、
京
都
の
医
官
山
脇
東
洋
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
「
外
台
秘
要
方
』
の
翻
刻
に
関
し
て
、
そ
の
具
体
的
な

状
況
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
「
外
台
秘
要
方
』
版
行
関
係
年
表
〉

延
享
２
．
２
．
望
月
三
英
か
ら
底
本
借
覧
の
内
諾

６
．
１
『
外
台
』
翻
刻
の
幕
許

６
．
２
宋
本
『
外
台
」
と
の
校
合
開
始

７
・
妬
底
本
京
都
到
着

８
．
校
刻
成
功
を
北
野
天
満
宮
に
祈
願
。
家
塾
に
出
版
所

を
設
く

延
享
３
．
５
．
山
県
周
南
に
自
序
の
斧
正
を
請
う

８
．
詔
周
南
よ
り
添
削
と
返
書

９
．
叩
野
呂
元
丈
西
上
、
途
次
望
月
序
・
野
呂
序
を
山
脇
に

齋
ら
す

、
、
校
刻
終
了

Ⅱ
、
将
軍
交
替
の
拝
謁
に
東
下

血
・
鱒
江
戸
城
本
丸
に
『
外
台
」
献
上

延
享
４
．
１
．
６
西
丸
に
「
外
台
」
献
上

一
》
例
会
抄
録

山
脇
東
洋
の
「
外
台
秘
要
方
』
版
行
に
つ
い
て

町

呆
寿
郎

１
・
過
本
丸
に
お
い
て
褒
美
下
賜

１
．
過
西
丸
に
お
い
て
褒
美
下
賜

こ
の
頃
太
宰
舂
台
、
服
部
南
郭
に
見
ゆ

２
．
帰
洛

夏
～
秋
周
南
に
『
外
台
』
序
文
を
要
請

７
．
昭
「
外
台
」
清
国
舶
載
幕
許

皿
．
周
南
序
文
成
槁

哩
・
１
「
外
台
」
を
北
野
天
満
宮
に
献
ず

右
記
の
年
表
に
よ
っ
て
版
行
事
業
の
概
略
を
示
し
た
こ
と
と
す
る
。

次
に
翻
刻
の
背
景
と
し
て
次
の
点
を
指
摘
す
る
。

①
〈
山
脇
東
洋
に
お
け
る
『
外
台
秘
要
方
」
の
意
義
〉

『
周
礼
」
に
医
業
の
根
拠
を
求
め
、
張
仲
景
の
方
を
聖
人
の
遣
法
と
し

て
尊
重
し
、
『
外
台
」
に
対
し
て
は
選
述
の
雑
駁
さ
を
認
識
し
つ
つ
も
、

私
見
を
混
じ
え
ぬ
古
文
献
引
用
の
豊
富
さ
の
ゆ
え
に
評
価
す
る
。

②
〈
祖
棟
学
の
影
響
〉

金
元
医
学
に
疑
問
を
抱
き
、
古
方
に
開
眼
す
る
の
が
東
洋
三
十
歳
の

頃
。
荻
生
祖
侠
の
著
書
に
共
鳴
し
た
の
が
四
十
歳
ち
か
い
頃
。
自
分
の

抱
く
尚
古
的
な
医
学
史
観
に
、
祖
侠
の
儒
学
史
観
・
古
代
中
国
文
化
史

観
が
一
致
す
る
こ
と
に
驚
喜
し
、
以
後
医
書
に
と
ど
ま
ら
ぬ
古
文
献
へ

の
興
味
拡
大
。
テ
キ
ス
ト
の
文
献
学
的
配
慮
と
聖
人
の
制
作
に
対
す
る

絶
対
視
と
い
う
歴
史
哲
学
を
学
び
取
る
。

③
〈
祖
棟
派
の
人
々
と
の
交
流
〉

周
南
門
人
増
野
雲
門
と
の
交
流
を
通
し
て
祖
侠
学
を
知
る
。
ま
た
東

洋
門
人
帳
に
周
南
門
人
の
名
が
散
見
す
る
。
周
南
は
文
章
の
添
削
者
、
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元
丈
の
企
画
力
、
行
動
力
は
寄
与
す
る
と
｝

⑦
〈
清
水
敬
長
の
「
金
置
玉
函
経
』
翻
刻
〉

春
台
・
南
郭
へ
の
東
洋
の
紹
介
者
、
『
外
台
」
序
文
の
撰
文
者
の
役
割
を

果
た
し
た
。
詩
文
愛
好
の
趣
味
と
具
体
的
な
文
学
制
作
理
論
を
古
文
辞

学
は
提
供
し
た
。

④
〈
舶
城
書
の
需
要
と
供
給
の
不
均
衡
〉

『
外
台
』
中
国
刊
本
は
、
山
脇
翻
刻
以
前
に
は
元
禄
十
二
年
舶
載
の
一

部
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
こ
れ
は
幕
府
の
紅
葉
山
文
庫
収
蔵
に
充
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
、
一
般
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
は
絶
無
で
あ
っ
た
。

⑤
〈
底
本
提
供
粉
望
月
三
英
に
つ
い
て
〉

三
英
は
将
軍
吉
宗
の
厚
遇
に
よ
り
紅
葉
山
文
庫
の
古
医
書
を
自
由
に

利
用
で
き
、
寛
保
三
年
六
月
か
ら
は
舶
載
書
を
原
価
で
購
入
す
る
許
可

を
得
て
お
り
、
底
本
も
か
く
し
て
入
手
し
た
。
ま
た
古
医
書
翻
刻
に
よ

っ
て
医
学
に
功
を
残
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
強
く
、
稀
書
を
秘
匿
す
る

よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑥
〈
野
呂
元
丈
の
関
与
〉

元
丈
は
東
洋
養
父
芸
里
に
学
ん
だ
た
め
東
洋
に
は
弟
子
筋
に
あ
た

り
、
三
英
と
は
享
保
期
よ
り
の
親
交
が
あ
っ
た
。
元
丈
の
仲
介
な
く
し

て
翻
刻
事
業
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
元
丈
に
著
書
「
外
台
秘
要
再
校
答

問
」
が
知
ら
れ
て
お
り
、
校
合
の
実
務
は
元
丈
が
担
当
し
た
か
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
翻
刻
本
の
中
国
輸
出
を
提
案
し
た
の
も
元
丈
で
あ
っ
た
。

元
丈
の
企
画
力
、
行
動
力
は
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

同
年
に
東
洋
の
実
弟
敬
長
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
『
金
置
玉
函
経
』

は
、
「
外
台
」
引
用
の
異
文
「
傷
寒
論
」
と
も
ど
も
、
漢
代
の
張
仲
景
方

言
の
原
型
を
研
究
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
文
献
で
あ
り
、
二
害
は
同
じ

意
図
の
下
、
同
じ
人
々
の
手
で
翻
刻
作
業
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
〈
中
国
輸
出
と
そ
の
後
の
評
価
〉

「
外
台
」
翻
刻
・
輸
出
は
、
享
保
期
の
山
井
罠
帯
に
よ
る
「
七
経
孟
子

考
文
」
の
成
功
に
刺
激
を
う
け
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し

か
し
「
七
経
孟
子
考
文
補
遺
」
や
『
古
文
孝
経
孔
安
国
伝
」
が
清
朝
考

証
学
者
に
影
響
を
与
え
、
叢
書
に
収
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
山
脇
の
「
外

台
」
に
は
そ
の
よ
う
な
評
価
を
聞
か
な
い
（
尤
も
明
治
期
に
版
木
が
輸
出

さ
れ
印
刷
さ
れ
た
が
）
。
翻
刻
本
の
輸
出
後
、
寛
延
三
年
に
三
部
、
宝
暦
四

年
に
一
部
『
外
台
」
が
中
国
よ
り
舶
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け
る

「
外
台
」
の
稀
少
と
需
要
を
知
っ
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は

中
国
で
明
版
『
外
台
』
が
必
ず
し
も
稀
観
本
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
上
、
山
脇
刻
本
は
校
合
し
た
宋
本
が
残
欠
本
で
あ
り
、

校
合
も
充
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
考
証
学
最
盛
の
乾
隆
期
の
中
国
に

お
い
て
高
い
評
価
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
平
成
九
年
三
月
例
会
）

(136）
n房ハ

ムイ0


